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レ
ダ
の
地
を
訪
問
し
ま
し
ょ
う
。

レ
ダ
開
発
以
来
七
年
に
な
る

植
樹
活
動
の
成
果
と
し
て
、
レ

ダ
の
地
に
は
多
く
の
野
鳥
、
昆

虫
が
集
ま
り
、
自
然
の
豊
か
さ

が
増
し
て
来
て
お
り
ま
す
。

世
界
の
森
林
面
積
は
約
四
十

一
億
ヘ
ク
タ
ー
ル
あ
り
、
地
球

上
の
陸
地
面
積
の
約
三
十
％
に

当
た
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
年
々
、
そ
の
森
林

が
減
っ
て
き
て
お
り
、
そ
の
原

因
は
多
方
面
に
渡
っ
て
い
る
が

レ
ダ
近
郊
で
は
主
に
、
道
路
、

牧
畜
の
土
地
開
発
の
為
、
破
壊

さ
れ
る
事
が
多
く
、
今
後
も
そ

の
心
配
が
あ
り
ま
す
。

南
北
米
福
地
開
発
協
会
で
は

レ
ダ
の
環
境
を
維
持
し
な
が
ら

開
発
を
進
め
、
今
日
ま
で
自
然

保
護
を
目
指
し
、
努
力
を
し
て

来
ま
し
た
。

そ
の
成
果
が
現
れ
、
今
ま
で

見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
、

野
鳥
や
昆
虫
が
増
え
て
お
り
、

今
後
、
レ
ダ
基
地
を
中
心
に
築

か
れ
る
農
業
、
林
業
も
当
然
環

境
と
の
調
和
を
目
指
し
、
環
境

保
護
型
、
観
光
農
場
が
出
来
、

多
く
の
環
境
保
護
に
関
心
の
あ

る
人
々
が
観
光
に
来
る
モ
デ
ル

地
区
に
な
る
日
も
遠
く
な
い
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
レ

ダ
が
人
間
と
自
然
と
の
共
生
の

教
育
の
場
に
な
る
事
を
願
っ
て

い
ま
す
。
会
員
の
皆
様
も
一
度
、

訪
れ
て
く
だ
さ
い
。
（
柴
沼
記
）

レダの農場に飛来したオニオオハシ (現地名トッカノ）



サトウキビの植え付け作業（伊達氏）

四
月
三
日
（
月
）

晴
れ

畑

ネ
ッ
ト
室
の
ネ
ッ
ト
修
理

畑
全
体
へ
の
潅
水

サ
ト
ウ
キ
ビ
は

芽
が
出
た
も
の
は
ど
ん
ど
ん
成
長
し
て
い
る
。

フ
ダ
ン
ソ
ウ
も
大
き
く
な
っ
た
。

田

５
号
田
の
半
分
に
十
五
名
の
労
働
者
を

使
っ
て
苗
の
一
本
植
え
を
行
う
。

平
均
し
て
一
列
を
作
る
の
に
四
分
か
か
っ
た
。

午
前
中
で
終
わ
る
。

紐
を
使
っ
た
方
向
に
は
列
が
で
き
る
が
、
横

方
向
は
、
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
て
し
ま
う
。
二

十
ｃ
ｍ
間
隔
に
植
え
る
の
だ
が
目
印
自
体
に

誤
差
が
あ
っ
た
り
、
植
え
る
人
に
差
が
で
き

て
難
し
い
。
午
後
か
ら
は
、
五
号
田
の
草
取

り
を
す
る
。
二
号
田
の
ネ
ッ
ト
の
持
ち
上
げ

作
業
も
し
て
も
ら
う
。

四
月
四
日
（
火
）

晴
れ

雨

畑

ノ
ル
マ
ン
に
潅
水
と
除
草
を
行
な
っ
て

も
ら
う
。
伊
達
は
、
ナ
ス
の
紐
つ
け
、
ポ
ッ

ト
に
オ
ク
ラ
、
チ
ン
ゲ
ン
サ
イ
、
ヒ
マ
の
種

を
ま
く
。
も
や
し
を
作
る
為
に
、
中
田
さ
ん

か
ら
も
ら
っ
た
豆
の
種
を
ガ
ー
ゼ
を
使
っ
て

発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
の
箱
に
蒔
く
。

育
ち
す
ぎ
て
葉
ま
で
で
て
し
ま
っ
た
。

田
の
西
側
の
畑
を
ト
ラ
ク
タ
ー
で
耕
作
、
サ

ト
ウ
キ
ビ
と
ヒ
マ
の
植
え
つ
け
準
備
を
す
る

田

午
前
中
は
４
号
田
と
１
号
田
の
草
取
り

を
し
て
も
ら
う
。
午
後
は
雨
と
な
っ
て
中
断
。

伊
達
氏
の
農
業
日
誌
（
一
部
）

四
月
一
日
（
土
）

晴
れ
ー
く
も
り

気
温

二
十
七
度
、
湿
度
五
六
％
、
気
圧

一
〇
一
七
、
風
南
一
ｍ

畑

ノ
ル
マ
ン
に
新
し
い
稲
の
苗
床

を
作
っ
て
も
ら
う
。
ネ
ッ
ト
室
の
ネ
ッ
ト

の
修
理
を
し
て
も
ら
う
。
上
山
さ
ん
が
袋

に
入
っ
た
土
を
持
っ
て
き
て
く
れ
る
。

三
つ
の
箱
床
に
モ
ミ
を
ま
く
。

ト
マ
ト
の
間
に
レ
タ
ス
を
植
え
、
葉
野

菜
の
植
付
け
を
す
る
。
サ
ト
ウ
キ
ビ
は
三

十
％
ぐ
ら
い
が
芽
を
出
す
。

藤
原
さ
ん
が
ト
ラ
ッ
ク
で
干
草
を
運
ん

で
く
る
。
田
の
近
く
に
植
え
た
サ
ト
ウ
キ

ビ
の
芽
も
出
て
き
た
。

５
号
田
の
ひ
と
め
ぼ
れ
の
部
分
の
草
取
り

を
一
日
か
け
て
行
っ
て
も
ら
う
。

一
号
田
の
草
刈
も
し
て
も
ら
う
。
稲
は
の

こ
し
て
も
ら
う
。
五
号
田
に
池
か
ら
ポ
ン

プ
で
水
を
入
れ
る
。
乾
い
た
部
分
が
あ
っ

た
の
で
。

四
月
二
日
（
日
）

晴
れ

気
温

二
十
三

湿
度
六
十
五
％
、
気
圧

一
〇
一
六

南
風

一
ｍ

畑

ネ
ッ
ト
室
へ
の
潅
水

サ
ト
ウ
キ
ビ
の
生
育
状
況
の
チ
ェ
ッ
ク

田

温
度
検
査

明
日
の
田
植
え
の
為
の
紐
の
マ
ー
ク
作
り



多様性の森”づくりこそ環境保全型産業の担保
豊かな生態系を支えてくれる本来の森は高木層、亜高木層、低木層、草本層（下草）の多層群

落をつくっています。生態系を基本から支える“ほんももの森”をベースにしてはじめて、近未

来の農業、林業、牧畜、水産などの環境保全型の産業が可能となります。現在、レダプロジェク

トはその最も新しいモデルをつくりつつあります。

ポルト・レダ地域の土地本来の森の主木は？
植樹園の西側に５００ヘクタールほどの自然林が残されています。この森の構成樹を調査した

結果、 パロサント、ケブラッチョ、パロボラーチョが高木層、ウルンデウ、アルガロボ、ティ

ンボ、パラトード、パロランサなどが亜高木層、アナナス（パイナップルの原種）類が草本層を

構成していることがわかりました。

緑が増えて野生生物が帰ってきた！
今年の3月、第二期の植樹園に、パロサント、ケブラッチョ・コロラド、ケブラチョ・ブラン

コ、パラトード、パロブランコの5種のポット苗を５００本ほど植えつけました。来年度はさら

に土地の木の樹種を増やし、全植樹園に1万本の苗を植えつける計画です。最初の植栽をした200

1年時と比べ、植樹園周辺にはトゥユユ（ズグロハゲコウ）、トゥッカノ（オニオオハシ）、ヘ

ラサギ、アメリカダチョウなどの姿が見れる普通に見れるようになりました。

地球の緑を守る会： 専務理事 高津啓洋 連絡電話 ０４２－６２９－１４４３

地球の緑を守る会 パンタナール植樹
2０年かけ本格的な自然林の再生へ

土地本来の緑の主木の一つパロサントの若木 約20種の苗木を育成、管理する育苗所

1本1本の記念樹にネーム杭を打つ作業員 植樹園のそばにワニ（パラグアイカイマン）が営巣
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柴
沼
邦
彦

二
〇
〇
六
年
度

環
境
セ
ミ
ナ
ー

第
二
回

六
月
一
八
日

午
前
一
〇
時
ー
午
後
五
時
ま
で

場
所:

南
北
米
福
地
開
発
協
会
事
務
局

費
用

三
千
円
（
昼
食
付
き
）

内
容

地
球
温
暖
化
と
植
樹
の
重
要
性
、

レ
ダ
開
発
に
つ
い
て

第
三
回

九
月
一
七
日

第
四
回

一
二
月
一
七
日

第
三
回
か
ら
四
回
の

詳
細
は
後
ほ
ど
連
絡
し
ま
す
。

『地球環境と人間

清水潔』より


